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尾 瀬 沼 の コ カ ナ ダ モ に つ い て

〇はじめに

日光国立公園特別地区になっている尾瀬沼にコカナダ 

モが侵入し、その分布拡大が確認されている〇 (1似3)コ  

カナダモに関する調査研究は、数多くなされており、そ 

の生活史なども明らかにされている。⑷(5)これらの諸調 

査研究を参考にしながら、尾瀬沼のコカナダモについて、 

その知見を報告する。

本報告に関し、いろいろ指導•助言いただいた水草研 

究会の角野康0 k 国井秀伸の両氏に深く感謝いたします。

〇コカナダモの発見

尾瀬沼の水生植物は約15種である‘⑹が、1981年 5 月 3 

日尾瀬沼に注ぐ最大の河川、大江川口にて、コカナダモ 

を発見した。1980年 7 月22日および23日の調査時には確 

認することができなかったが、大江川口の地底に繁茂し 

ていたシャジクモの中に、かなり多くのコカナダモが侵 

入していたように思われる。

尾瀬沼に帰化植物が侵入し、その分布を拡大した事実 

をどのように考えたらよいだろうか。

□本における過去の帰化生物の侵入状況を考えてみる 

と、例えば、セイタカアワダチソウやアメリカシロヒト 

リのように、環境が変化していく変り目すなわち自然が 

破壊されつつある時に、新しい生物が関わりをもってき 

た。侵入者の生物は、侵入時の状態が継続している時は 

勢力をのばすことができる。やがて生態系が落ち着くと
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衰退してゆくのが常であるが、その時の環境がどのよう 

であるかが問題である。

尾瀬沼に侵入権を得たコカナダモは、従来の水生植物 

が繁茂しているところほぼ全面に侵入した。

〇コカナダモの生態的特性

尾瀬沼の多くの水生植物は、水温が低くなる冬には枯 

死するが、 コカナダモは、低温、弱光でも生育し残存で 

きる⑺。また水質汚濁にも耐え得るものとされている⑻。

1982年 5 月から1983年 7 月までの1年 2 ヶ月間、水温 

7°C〜10°Cに保ちながら、莖光燈による24時間継続照射、 

福島市の水道水のみで、実験室内で生育し続けた。低温 

に耐えることが証明される。

コカナダモは、日平均水温4°C以上で成長し、他の水 

草が繁茂する前に繁茂すること⑼が確認されている。

超スピードで繁殖する事実は、特に free-floating⑽  

によるものと思考される。 1981年 5 月確認から、わずか 

2年 5 ケ月経過した1984年 9 月には、ほぼ沼全域に分布 

が拡大した。

〇尾瀬沼の環境

尾瀬沼は、現在、沼尻川の流失口がコンクリート水門 

によってとざされ、導水口からトンネルによって群馬県 

片品川に水が流されている。そのため夏には約1 m水位 

が上昇し、冬には約 2 m水位が下降しており、その水位

図 1 . 阿武喂)11のオオカナダモ(左)と尾瀬沼のコカナダモ 

(右）
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図 2 . コ カ ナ ダ モ 分 布 拡 大 （ 1982. 5 . 2 .沼）
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差は約 3 mにも達する。

この環境変化がコカナダモの分布拡大を助長している 

と思考される。「切れ藻」 による free-floatingなどが 

四方八方に拡大し、雪圧によって押しつけられ、確実に 

定着することになる。

沼周辺の山小屋よりの生活雑排水は、すべて沼に流入 

しており、そのため沼の富栄養{匕などが心配されている。 

沼の富栄養化も、コカナダモの分布拡大を助長している 

と思考される。

沼従来の水生植物の中で、特にその生活環境の似てい 

るセンニンモ、 ヒロハノエビモなどは、現在その姿を殆 

んど認めることができない。

そのくわしい推移については、今後の調査研究によら 

なければならない。011

〇おわりに

尾瀬沼への帰化植物コカナダモの侵入繁殖によって、 

在来水生植物が駆遂される恐れがあるという心配⑽が現 

実の問題となってきた。

今後、尾瀬沼のコカナダモ分布はどのように変化して 

ゆくのだろうか。ある種のトビケラ類（マキシマトビケ 

ラ、尾瀬沼産）が、これを好んで食べることも実験室で 

確認している02ので、天敵によってある程度おさえられ 

るのかも知れない。いずれにせよ、その生態系の変化は 

まぬがれない事実である。

今後、尾瀬沼の環境指標植物として見守りたい。
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